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日青

ニ
、
墨
離
の
投
降
部
落
と
瓜
州
オ
ア
シ
ス

ト
ゥ
ル
フ
ァ
ソ
丈
書

(
T
A
M
二
二
五
出
土
)
に
よ
っ
て
、
墨
離
の
吐
谷
海
勢
力
が
、
聖
暦
ニ
年
(
六
九
九
)
七
月

に
、
唐
の
瓜
・
沙
州
領
内
へ
投
降
す
る
に
い
た
る
経
緯
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
降
付
の
け
っ
か
瓜
・
沙
州
は
、
多
く
の
吐
谷
一
一
陣
部
落
を

前
節
で
筆
者
は
、
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内
部
に
取
り
込
む
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
吐
谷
浬
部
落
の
内
附
を
受
け
入
れ
る
瓜
@
沙
州
領
内
に
は
、
同
じ
く
墨
離
の
名
を
冠
す
る
軍
が
置
か
れ
て
い
る

こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
従
来
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
こ
の
軍
は
、
テ
ュ
ル
ク
系
と
み
ら
れ
る
墨
離
部
族
を
主
体
に
構
成
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ

る
。
墨
離
部
族
と
は
、
遼
代
に
監
古
里
、
明
代
に
は
也
克
力
と
も
記
さ
れ
、
唐
初
よ
り
殆
ど
千
年
に
近
い
問
、
天
山
東
北
端
の
山
地
を
保

持
し
て
繁
栄
し
た
部
族
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
後
に
瓜
e

沙
州
に
拠
っ

(九
l

一
一
世
紀
)
の
置
く
墨
離

寧
と
は
、
そ
の
政
権
の
一
版
図
か
ら
み
て
、
軍
と
し
て
の
実
質
は
認
め
ら
れ
ず
、
そ
の
名
だ
け
が
継
承
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
墨
離
部
族
が
唐
初
に
す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と

ま
た
平
の
名
称
が
こ
の
部
族
名
に
由
来
し
て
い
る
と
す

的
な
根
拠
は
認
め
ら
れ
ず
、
当
寧
が
こ
の
部
族
を
構
成
要
素
と
し
た
こ
と
は
、

は
な
は
だ
疑
問
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
さ
ら
に
は
帰
義



軍
節
度
期
の
そ
れ
は
、
形
骸
化
し
た
軍
ど
こ
ろ
か
、

の

に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
ご
と
く
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
節
で
は
唐

の

6つ

帰
義
軍
時
代
に
ま
で
広
げ
て
考
察
し
、
当
オ
ア
シ
ス
に
隣
接
す
る
吐
谷
樟
部
落
と
の
関
連
を
明
か
に
し

て

い
と
思
う
。の

瓜
州
オ
ア
シ
ス

前
節
で
も
述
べ
た
如
く
、

0) 

二
年
に
お
け
る
投
降
は
、
河
西
南
辺
に
依
る
吐
谷
海
勢
力
全
般
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ

唐

側
で
は
彼
ら
の
安
置
場
所
を
め
ぐ
円
て

引
き
起
こ
さ
れ
て
い

即
ち
、
宰
相
張
錫
及
び
右
武
衛
大
将
軍
唐
休
環
と
涼
州
都
督
郭

一
克
振
と
の
間
に
た
た
か
わ
さ
れ
た
も
の
で
怠
る
。
結
局
は
、

e

豊

の
聞
に
還
す
、
前
者
の
見
解
を
退
け
、

河
西
諾
州
に
分
置
す
る
こ
と

の
意
見
が
取
り
上
げ
ら
れ

『
通
風
〈
』
巻
一
九

O
、
辺
防
六
也
一
四
戎
二
。
吐
谷
浬
条
に

-， 20 -_-

は
、
こ
の
王
張
の
内
容
を
以
下
の

て
い
る
。

郭
一
元
振
上
安
置
降
吐
谷
浬
状
日
も
ハ
中
略
)
今
吐
谷
海
之
降
者
、
非
駆
略
市
来
。
皆
是
渇
慕
霊
化
、
街
鋒
突
刃
、
棄
吐
蕃
而
至
者
也
。

使
其
情
地
柏
安
、
則
其
係
恋
心
亦
日
厚
。
当
涼
州
降
J

話
、
則
宜
於
涼
州
左
側
安
置
之
。
当

広
謂
宜
当
館
其
情
以
為
制
、

甘
州
。
粛
州
降
者
、
則
宜
於
甘
。
粛
左
側
安
置
之
。
当
瓜
州
・
沙
州
降
者
、
則
宜
於
瓜
@
沙
左
側
安
置
之
。
但
吐
浮
所
降
之
処
、
比
出

若
因
其
所
投
之
地
而
便
居
之
、
其
情
易
安
。
因
数
州
而
楳
裂
之
、
則
其
勢
自

口
走
其
旧
居
之
地
。
斯
輩
既
投
此
地
、

順
其
情
、

而
不
擾
於
入
、
可
謂
善
奪
戎
川
弘
之
権
会
。

傍
線
部
分
よ
り
、
こ
の
時
降
付
し

は
、
そ
れ
ぞ
れ
彼
ら
の
投
降
地

って、

諒
州
(

2

)

甘
@
粛
州

(
3〉

瓜
@
沙
州
の
三
つ
の
領
域
に
分
置
す
ぺ
~
き
と
主
張
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
先
に
検
討
し
た
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン

か
ら
う
か
が
え
る
よ

う
に
、
〔
3
)
に

た
集
団
と
(

}

)

e

(

へ
の
そ
れ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
降
付
が
行
わ
れ
た
如
く
で
あ
り
、
河
西
縁
、
辺
に
定



居
す
る
吐
谷
揮
勢
力
と
い
う
も
の
が
、
も
と
も
と
こ
れ
ら
の
三
地
域
方
面
に
分
散
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
別
部
集
団
を
形
成
し
て
い
た
と
推

定
さ
れ
る
。

さ
て
、
彼
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
各
州
の
左
側
(
南
側
)
に
安
置
す
べ
き
と
し
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
彼
ら
の
部
落

は
、
河
西
南
辺
を
画
す
る
所
説
南
山
ハ
那
連
山
系
)
を
本
拠
に
し
て
い
た
。
『
文
苑
英
華
』
巻
七
六
九
に
伝
え
ら
れ
る
右
史
の
崖
融
の
献

議
「
抜
四
鎮
議
」
(
長
寿
一
若
年
八
六
九
二
〉
〉
に
は
、

(
莫
賀
延
大
〉
積
南
有
沙
。
瓜
@
甘
e

粛
四
州
、
並
以
南
山
為
限
。
山
南
即
吐
揮
及
吐
蕃
部
落
。

と
あ
り
、
七
世
紀
末
に
は
南
山
が
唐
と
吐
(
谷
)
淳
@
吐
蕃
勢
力
と
を
限
る
境
界
綜
と
な
り
、
そ
の
山
南
が
吐
(
谷
)
揮
e

吐
蕃
部
落
の
居
住

地
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
こ
に
問
題
と
な
る
、
瓜
@
沙
州
方
面
で
両
勢
力
を
分
断
す
る
南
山
地
帯
に
関
し
て
、
『
一
万
和
郡

雪
山

在
宣
言
問
)
県
南
一
百
六
十
塁
。
積
雪
夏
不
消
。
東
南
九
十
盟
、
南
連
吐
谷
揮
界
。
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県
図
志
』
巻
四

O
臨
右
道
・
下
、
瓜
州
・
晋
昌
県
の
条
に
は
、

と
み
え
て
い
る
。
こ
の
雪
山
は
、
晋
昌
県
(
瓜
州
の
郭
日
除
、
今
の
苦
路
城
も
し
く
は
布
隆
士
口
城
周
辺
)
の
南
百
六
十
里
に
あ
る
こ
と
よ

り
、
石
包
域
を
挟
ん
で
連
な
る
現
在
の
鷹
阻
山
(
南
甘
露
山
)
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
よ
り
東
南
九
十
里
と
言
え
ば
、
大
雪
山
辺

り
に
相
当
し
そ
こ
が
吐
谷
海
と
の
事
実
上
の
接
壌
地
帯
と
な
っ
て
い
た
。

他
方
、
『
沙
州
図
経
』
(
原
本
の
成
立
年
代
は
、
上
元
三
年
〈
六
七
六
v
l
証
聖
元
年

九
五
〉
)
に
よ
れ
ば
、
沙
州
領
域
内
に
も
寿

昌
也
山
の
南
方
一
人

0
1
一
九
人
里
(
沙
州
城
よ
り
寿
回
日
開
閉
城
ま
で
一
二

O
里
)
に
挑
関
山
@
竜
動
山
。
西
紫
亭
山
と
呼
ば
れ
た
山
が
存
在

し
、
彼
ら
吐
谷
津
及
び
吐
蕃
勢
力
と
の
分
界
線
と
な
っ
て
い
た
如
く
で
あ
る
。
従
っ
て
、
七
世
紀
後
半
よ
り
始
ま
る
、
吐
蕃
の
周
辺
諸
地

域
へ
の
進
出
に
と
も
な
っ
て
、
瓜
e

沙
州
域
よ
り
南
方
二
五

O
t
一ニ

O
O里
に
並
ぶ
南
山
が
、
唐
と
の
接
壌
地
帯
と
な
り
、
そ
の
山
南
が

吐
蕃
と
そ
れ
に
取
り
込
ま
れ
た
吐
谷
部
勢
力
、
山
北
が
唐
の
領
界
内
に
留
ま
っ
た
と
認
め
ら
れ
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
『
元
和
郡
県
図
志
』



同
巻
・
沙
州
の
条
に
、
「
西
至
吐
蕃
界
三
百
里
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
傍
証
さ
れ
る
。

先
の
郭
元
振
の
献
議
で
は
、
彼
ら
の
投
降
の
地
が
、
す
べ
て
旧
居
の
土
地
で
あ
り
、
そ
こ
に
彼
ら
を
安
住
さ
せ
、
放
牧
と
交
易
を
生
業

と
す
る
従
来
の
生
活
を
侵
奪
す
べ
き
で
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
意
見
通
り
彼
ら
が
投
降
地
で
、
旧
来
の
部
落
生
活
を
保
証
さ

れ
た
と
す
れ
ば
、
と
の
時
の
降
付
は
単
に
山
南
よ
り
両
州
領
界
内
の
山
北
へ
の
移
動
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
よ
う
。
諸
州
の
南
側
に

分
置
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
彼
の
意
図
も
、
実
に
「
恋
本
の
情
」
を
抱
く
南
山
周
辺
の
地
に
部
落
を
安
置
し
、
そ
の
勢
力
を
慰
撫
す
る
こ

と
に
あ
っ
た
。

前
節
で
み
た
如
く
、
こ
う
し
た
吐
谷
海
勢
力
の
投
降
を
応
援
し
た
「
水
源
」
の
地
は
、
当
地
の
南
山
よ
り
北
流
す
る
、
現
在
の
党
河
・

踏
実
河
・
疎
勤
河
の
上
源
地
帯
辺
り
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
、
こ
の
地
こ
そ
先
に
検
討
し
た
南
山
山
北
の
唐
の
最
前
線
地
帯
で
あ
っ
た
。

特
に
、
彼
ら
部
落
民
を
安
置
で
き
る
、
比
較
的
広
範
な
定
居
地
を
確
保
で
き
る
と
こ
ろ
と
言
え
ば
、
こ
う
し
た
河
川
の
流
域
、
と
り
わ
け

沙
州
よ
り
も
瓜
州
南
方
の
疎
勤
河
、
ま
た
は
や
や
西
に
位
置
す
る
踏
実
用
に
沿
っ
て
聞
か
れ
た
扇
状
地
辺
り
に
、
そ
の
候
補
地
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
『
元
和
郡
県
図
士
山
』
に
は
先
の
雪
山
の
記
事
に
続
け
て
、

自
吐
谷
海
界
流
入
大
沢
、
東
西
二
百
六
十
里
、
南
北
六
十
里
。
豊
水
草
、
宜
蓄
牧
。
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冥
水

と
あ
り
、
瓜
州
南
辺
の
吐
谷
揮
の
領
域
か
ら
、
冥
水
と
称
さ
れ
る
河
が
北
流
し
、
水
草
豊
か
な
広
範
な
蓄
牧
地
を
提
供
し
て
い
た
こ
と
を

伝
え
る
。
こ
の
河
が
、
現
在
の
疎
勤
河
、
あ
る
い
は
踏
実
河
の
こ
と
を
指
す
こ
と
は
疑
い
な
く
、
ま
さ
に
こ
の
河
川
沿
い
に
主
と
し
て
安

置
さ
れ
た
と
判
断
さ
れ
よ
う
。
も
し
こ
う
し
た
考
え
に
大
過
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
時
の
吐
谷
海
部
落
の
投
降
は
、
そ
の
大
半
が
瓜
州
領

域
内
に
寄
住
す
る
部
落
民
と
し
て
取
り
込
ま
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
瓜
・
沙
州
と
吐
谷
渡
部
落
と
の
関
係
は
、
実
は
こ
の
時
初
め
て
生
じ
た
も
の
で
な
く
、
既
に
そ
れ
以
前
か
ら
存

在
し
て
い
た
。
即
ち
、
『
資
治
通
鑑
』
巻
一
五
九
、
梁
・
大
同
十
一
年
(
五
四
五
)
十
二
月
の
条
に



説
、
東
陽
玉
栄
為
瓜
州
刺
史
、
興
其
靖
部
彦
借
行
。
栄
卒
、
瓜
州
首
望
表
栄
子
康
為
刺
史
、
彦
殺
康
而
奪
其
位
。
説
不
能
討
、
図
以

彦
為
刺
史
。
屡
徴
不
至
、
叉
南
通
吐
谷
揮
。

と
あ
り
、
西
貌
時
代
、
東
陽
王
〈
元
太
)
栄
の
靖
で
あ
る
郁
彦
が
、
瓜
州
刺
史
(
当
時
の
瓜
州
は
唐
代
の
広
@
沙
州
領
域
を
包
含
す
る
)
の

位
を
築
奪
し
て
そ
の
地
位
を
占
め
た
と
き
に
、
彼
は
説
に
従
わ
ず
独
自
に
南
の
吐
谷
津
勢
力
と
通
じ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
こ

の
翌
年
に
も
、
問
、
中
大
同
一
万
年
ハ
五
四
六
〉
五
月
の
条
に
、

(
令
狐
)
整
行
及
玉
門
、
召
一
家
傑
述
(
張
)
保
罪
状
、
馳
還
襲
之
。
先
克
晋
昌
、
斬
昌
興
、
進
撃
瓜
州
、
州
人
素
信
服
整
、
皆
棄
保

と
み
え
て
お
り
、
刺
史
の
成
慶
に
か
わ
っ
て
瓜
州
を
掌
握
し
た
張
保
が
、
令
狐
整
に
攻
め
ら
れ
た
時
に
、
最
後
に
吐
谷
揮
集
団
を
頼
っ
て

逃
れ
て
お
り
、
彼
と
吐
谷
海
部
落
と
の
間
に
何
等
か
の
提
携
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
吐
谷
混
勢
力
が
、
六
世
紀
半
一
ー
ば
に
は
既

に
且
末
・
部
普
地
域
に
ま
で
及
ん
で
い
た
事
実
か
ら
す
れ
ば
、
こ
こ
に
見
え
る
吐
谷
海
と
は
、
隣
接
す
る
南
山
方
面
に
定
居
し
て
い
た
も
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の
と
昆
て
も
大
過
な
か
ろ
う
。

同
様
な
関
係
は
さ
ら
に
遡
っ
て
当
地
の
ア
シ
ャ
族
と
の
間
に
も
見
え
、
『
晋
書
』
巻
二
一
二
呂
光
載
記
に
、

蒙
遜
従
兄
男
成
先
為
将
軍
、
守
晋
昌
、
聞
蒙
遜
起
兵
、
逃
奔
賀
虜
、
一
扇
動
諸
夷
、
衆
至
数
千
、

'
建
安
。

と
あ
り
、

四
世
紀
の
後
涼
時
代
に
、
晋
昌
地
域
(
唐
の
瓜
州
領
域
)
を
守
る
温
渠
男
成
が
、
蒙
遜
の
挙
兵
に
呼
応
す
べ
く
、
近
辺
に
播
居

す
る
ア
シ
ャ
勢
力
に
逃
奔
し
て
彼
ら
の
助
力
を
仰
い
で
い
た
。
吐
谷
揮
の
母
胎
と
な
っ
た
の
が
ア
ジ
ャ
族
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
な
ら

ば
、
こ
の
地
の
吐
谷
揮
部
落
と
い
う
も
の
も
、
恐
ら
く
は
南
山
近
辺
に
定
居
す
る
ア
シ
ャ
勢
力
を
基
盤
と
し
て
形
成
さ
れ
た
と
推
定
さ

れ
、
瓜
・
沙
州
オ
ア
シ
ス
と
南
山
の
吐
谷
海
(
ア
シ
ャ
)
勢
力
と
の
通
好
関
係
が
、
古
く
よ
り
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

さ
ら
に
こ
う
し
た
政
治
的
な
連
携
だ
け
で
な
く
、
後
の
例
で
は
あ
る
が
、
南
山
が
沙
州
の
住
民
の
重
要
な
交
易
場
所
で
あ
り
、
相
互
に



移
住
す
る
こ
と
も
希
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
知
ら
純
、
当
オ
ア
シ
ス
と
南
山
の
部
落
と
が
、
常
に
共
存
・
共
生
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

と
り
わ
け
、
瓜
州
オ
ア
シ
ス
は
、
南
山
と
天
山
北
方
を
結
ぶ
要
道
た
る
莫
賀
延
積
道
を
北
に
控
え
、
南
北
蕃
胡
往
来
の
要
衝
に
当
た
っ

て
い
た
。
よ
っ
て
こ
の
河
西
西
辺
地
域
で
、
瓜
州
が
唐
の
支
配
当
初
よ
り
、
政
治
・
軍
事
上
の
中
心
に
な
っ
た
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
こ
の
点
、
西
隣
の
沙
州
が
主
要
交
通
路
線
か
ら
は
ず
れ
、
当
地
経
営
の
中
心
的
基
地
と
さ
れ
や
す
、
脇
役
的
存
在
と
な
っ
た
こ
と
と

対
象
的
で
あ
る
。

そ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
冒
頭
に
も
述
べ
た
墨
離
と
い
う
名
を
冠
さ
れ
た
軍
が
、
唐
初
の
武
徳
初
め
の
瓜
州
設
置
と
前
後
し
て
置
か

れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
墨
離
軍
に
関
す
る
史
料
は
極
め
て
少
な
い
が
、
そ
の
う
ち
設
置
年
代
を
伝
え
て
い
る
の
は
『
唐

会
要
』
巻
七
八
諸
使
・
中
、
節
度
使
条
の
次
の
記
事
だ
け
で
あ
る
。

墨
離
軍
、
本
是
月
支
旧
国
。
武
徳
初
置
軍
鷲
。
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武
徳
三
ハ
一
入
i
六
一
一
六
)
の
初
め
と
い
う
き
わ
め
て
早
い
時
期
に
軍
が
置
か
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
浜
口
重
国
・
岩
佐
精
一
郎
・
岡

崎
精
郎
諸
氏
は
、
こ
の
記
事
の
信
湿
性
に
疑
問
を
も
た
れ
た
肉
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
菊
池
英
夫
氏
に
よ
り
反
論
が
出
さ
れ
て
い
お
。

即
ち
、
氏
は
軍
鎮
の
起
源
問
題
に
ふ
れ
、
史
料
中
に
「
寧
」
と
表
記
さ
れ
る
も
の
が
す
べ
て
後
の
軍
鎮
と
同
一
の
機
能
や
内
容
・
性
格
を

持
つ
と
は
限
ら
ず
、
墨
離
軍
の
創
置
を
武
徳
年
間
に
ま
で
遡
ら
せ
る
説
が
、
必
ず
し
も
妄
謬
と
は
い
え
な
い
と
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
当
軍
が
、
当
初
突
肢
の
別
種
と
み
ら
れ
る
墨
離
部
落
を
も
っ
て
発
足
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
官
頭
に
述
べ
た
和
田
清
・
岡
崎
精
郎

両
氏
の
説
を
取
ら
れ
て
お
ら
れ
る
。

既
に
先
学
に
よ
り
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
『
旧
五
代
史
』
巻
二
五
唐
書
一
・
武
皇
紀
上
に
は
、

始
祖
抜
野
、
唐
貞
観
中
(
六
二
七
l
四
九
)
為
墨
離
寧
ハ
大
〉
使
、
従
太
宗
討
高
麗
・
醇
延
陀
有
功
、
為
金
方
道
副
都
護
、
国
家
子



瓜
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れ
て
い
る
。
そ
の
後
も
同
じ
く
沙
陀
族
の
沙
陀
金
山
が
、

と
見
え
て
お
り
、
岡
崎
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
歴
史
的
存
在
と
み
な
さ
れ
る
沙
陀
@
朱
耶
氏
の
抜
野
が
貞
観
中
墨
離
軍
使
に
任
命
さ

七
世
紀
後
半
に
墨
離
寧
討
撃
使
に
任
じ
て
お
り
、
少
く
と
も
墨
離
軍
が
七
世
紀

の
早
い
段
階
で
置
か
れ
て
い
た
こ
と
、

ま
た
当
初
蕃
部
落
兵
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
軍
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
さ
れ
る
。
た
だ
し
和
田

〈
却
〉

@
岡
崎
精
郎
諸
民
が
指
摘
さ
れ
る
如
く
、
唐
の
時
代
に
既
に
、
後
に
ハ
ミ
北
方
に
現
わ
れ
る
テ
ュ
ル
グ
系
の
墨
離
部
族
が
存
在
し
て
い

た
こ
と
を
示
唆
す
る
史
料
は
皆
無
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ

た
「
瓜
川
の
西
北
一
千
里
に
あ
り
」
と
い
う
記
事
も
、

墨
離
族
と
の
関
係
を
推
測
令
す
る
根
拠
と
さ
れ
た
、
墨
離
軍
の
位
置
を
一
万
し

に
多
く
の
先
学
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い
る
。

で
あ
れ
ば
、
こ
の

の
墨
離
を
、
こ
と
さ
ら
に
で
ミ
北
方
に
現
わ
れ
る
部
族
の
名
に
因
ん
だ
こ
と
を
前
提
に
考
え
る
必
要
は
な

ぃ
。
む
し
ろ
先
の
『
唐
会
要
』
の
記
事
に
、
「
墨
離
軍
は
本
は
走
れ
月
支
(
月
氏
〉
の
出
国
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
控
目
す
べ
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き
で
あ
ろ
う
。
月
氏
の
旧
国
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
瓜
@
沙
州
よ
り
南
山
に
い
た
る
地
域
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、
当
初
一
月

氏
の
故
地
に
い
た
蕃
部
落
を
以
て
、
寧
の
主
要
な
構
成
要
素
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
墨
離
と
い
う
9

名
称
が
、
南
山
方
面
に
の
み

確
認
さ
れ
る
こ
と
も
こ
の
こ
と
を
積
極
的
に
推
測
さ
せ
る
。

す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
唐
の
進
出
以
前
よ
り
、
瓜
@
沙
州
オ
ア
シ
ス
は
南
山
の
吐
谷
葎
勢
力
と
共
存
@
共
生
的
な
関
係
に
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
唐
初
の
墨
離
軍
の
設
置
も
、
瓜
@
沙
州
の
平
定
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
南
山
の
佐
谷
産
勢
力
を
組
み
込
ん
で
、

彼
ら
を
主
体
に
し
て
い
っ
た
と
み
ら
れ
よ
う
。
よ
っ
て
、
墨
離
軍
の
墨
離
と
は
、
前
節
で
み
た
よ
う
に
瓜
@
沙
州
南
辺
の
南
山
方
面
に
あ

る
、
吐
谷
揮
の
拠
る
暴
一
離
川
@
墨
離
海
と
い
う
地
名
に
由
来
し
た
蓋
然
性
は
極
め
て
高
い
。
そ
の
後
、
墨
離
軍
は
、
先
に
掲
げ
た
よ
う
に

貞
観
年
間
以
後
し
ば
ら
く
の
問
、
沙
陀
族
の
首
長
に
よ
っ
て
統
轄
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
菊
池
氏
が
指
摘
さ
れ
る
ご
と

ω、
そ
も
そ
も

当
軍
は
曾
帥
に
率
い
ら
れ
た
「
人
主
地
従
」
の
蕃
部
落
箪
と
し
て
、
通
常
の
域
壁
を
構
え
管
轄
区
域
が
整
え
ら
れ
た
寧
鎮
と
は
異
な
っ
て



い
た
。
従
っ
て
、
恐
ら
く
は
、
貞
観
時
代
の
唐
の
伊
・
西
・
庭
州
進
出
に
と
も
な
っ
て
、
天
山
北
方
で
の
軍
事
行
動
に
対
応
す
べ
く
、
墨

離
軍
も
天
山
北
方
に
根
拠
地
を
持
つ
沙
陀
族
を
主
体
と
す
る
も
の
に
な
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
何
れ
に
せ
よ
、
こ
の
軍
が
唐
初
河
西
の
最

前
線
に
あ
っ
て
、
瓜
州
・
南
山
聞
の
月
氏
の
故
地
に
い
た
吐
谷
揮
部
落
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
た
ご
と
く
で
あ
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
の
で

あ
る
。河
西
に
於
て
こ
う
し
て
州
界
に
取
り
込
ま
れ
た
蕃
部
落
は
、
部
落
・
州
・
府
と
、
そ
の
呼
ば
れ
方
は
一
様
で
は
な
い
が
、

は
区
別
さ
れ
る
所
謂
覇
康
州
に
付
せ
ら
れ
、
戸
口
数
も
別
に
把
握
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
蕃
部
落
が
、
当
地
域
で
、
州
県
戸
口
の
規
模

一
般
州
県
と

を
上
回
る
大
き
な
存
在
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
と
に
瓜
州
地
域
は
、
州
県
民
と
し
て
把
握
さ
れ
る
戸
口
数

が
、
河
西
諸
州
の
中
で
も
一
際
低
い
数
字
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
貞
観
年
間
の
戸
数
一
、
一
六
回
・
口
数
四
、
コ
三
二
と
い
う
最
低
の

〈

nv

一
世
紀
余
り
経
た
開
元
・
天
宝
期
に
な
っ
て
も
そ
の
総
数
が
全
く
増
加
し
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
。
途
中
増
加
し
て
い
な
い
の

は
、
ひ
と
つ
に
は
瓜
州
領
域
が
常
々
吐
蕃
勢
力
の
侵
攻
の
的
と
な
り
、
開
元
一
五
年
に
は
瓜
州
城
が
徹
底
的
に
破
壊
さ
れ
る
こ
と
な
ど
も

原
因
し
て
い
よ
う
潟
、
こ
れ
よ
り
、
当
州
が
そ
の
重
要
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
漢
人
系
州
県
民
の
確
保
で
き
な
い
、
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規
模
は
、

一
貫
し
て
蕃
部
落
色

の
強
い
州
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
。
墨
離
軍
の
よ
う
な
極
め
て
特
異
な
蕃
部
落
軍
が
、
唐
初
の
瓜
州
設
置
に
か
ら
ん
で
置
か
れ
た
如
く
で

あ
る
の
も
、
瓜
州
の
こ
う
し
た
性
格
を
念
頭
に
お
い
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
河
西
南
山
地
域
へ
の
吐
蕃
の
攻
撃
が
始
ま
る
と
、
吐
谷
海
部
落
は
こ
れ
に
取
り
こ
ま
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
先
に
指
摘

し
た
南
山
を
接
壌
地
帯
と
し
て
唐
と
対
崎
す
る
こ
と
と
な
る
。
先
に
見
た
聖
暦
二
年
に
お
け
る
吐
谷
津
部
落
の
投
降
は
、
こ
う
し
て
形
成

さ
れ
た
七
世
紀
後
半
の
南
山
の
形
勢
を
切
り
崩
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

史
料
に
確
認
さ
れ
る
限
り
で
は
、
こ
の
投
降
の
あ
っ
た
入
世
紀
以
後
に
は
墨
軍
離
は
、
蕃
部
落
の
曾
帥
の
統
轄
を
離
れ
て
、
軍
使
に
は

【
恒

Q
V

常
に
漢
人
が
任
命
さ
れ
、
瓜
州
刺
史
が
こ
れ
を
兼
任
す
る
こ
と
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
す
れ
ば
、
墨
離
軍
も
八
世
紀
以
降
の
河



〔
お
)

西
節
度
使
体
制
の
も
と
、
瓜
州
近
辺
で
城
壁
を
構
え
、
管
轄
区
域
が
定
め
ら
れ
た
軍
鎮
と
し
て
確
立
し
、
こ
れ
に
向
け
て
漢
人
将
兵
の
投

入
も
行
な
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
特
に
蕃
部
落
色
の
強
い
瓜
州
領
域
に
よ
る
墨
離
軍
の
場
合
、
在
地
の
兵
員
補
給
母

胎
と
し
て
州
界
内
に
寄
住
す
る
吐
谷
津
な
ど
の
蕃
部
落
に
、
依
然
と
し
て
大
き
く
依
拠
し
た
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。

こ
れ
を
積
極
的
に
裏
づ
け
る
史
料
は
な
い
が
、
こ
こ
で
そ
の
傍
証
と
し
て
広
徳
二
年
(
七
六
四
)
頃
の
も
の
と
さ
れ
る
『
河
西
節
度
使

判
集
』
写
本

Q
-
N忠
也
に
注
目
し
た
い
と
思
う
。
こ
れ
は
、
吐
蕃
の
涼
州
攻
陥
後
に
、
当
時
の
節
度
使
で
あ
る
楊
士
山
烈
が
、
甘
州
に
後

退
し
た
時
期
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
こ
の
時
期
処
理
さ
れ
た
案
件
の
判
辞
が
五
十
近
く
に
わ
た
っ
て
列
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら

を
通
覧
す
る
と
、
判
集
と
し
て
の
性
格
か
ら
も
甘
州
以
西
の
諸
州
に
関
す
る
案
件
が
網
羅
さ
れ
、
軍
鎮
と
し
て
も
、
甘
州
の
建
康
軍
・
沙

州
の
豆
麗
軍
が
し
ば
し
ば
登
載
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
瓜
州
の
墨
離
軍
は
ま
っ
た
く
そ
の
名
を
見
せ
て
い
な
い
。
こ
の
時

(鈎〕

点
で
は
、
そ
の
ほ
か
の
甘
州
の
寧
窟
寧
・
粛
州
の
玉
門
軍
は
、
廃
止
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
瓜
州
を
ま
だ
確
実
に
領
有
し
て

《
初
)

い
た
と
き
に
、
既
に
墨
離
寧
は
唐
の
寧
鎮
と
し
て
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。
こ
れ
は
、
墨
離
軍
が
漢
人
の
瓜
州
刺
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史
が
統
督
す
る
よ
う
に
な
る
八
世
紀
に
お
い
て
も
、
吐
蕃
と
の
去
就
常
な
い
蕃
部
落
に
強
く
依
存
し
て
い
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
墨
離
軍
の
名
は
吐
蕃
の
支
配
を
打
倒
し
た
沙
州
帰
義
軍
節
度
使
時
代
に
も
見
え
て
お
り
、
そ

の
軍
使
は
唐
代
同
様
瓜
州
刺
史
の
兼
任
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
軍
に
つ
い
て
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
単
に

名
目
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、

は
た
し
て
そ
れ
で
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
質
的
に
は
独
立
し
て
い
た
と
は
い
え
、
唐
王

朝
下
の
節
度
使
と
し
て
の
体
制
を
維
持
し
、
墨
離
軍
使
の
称
号
が
授
与
さ
れ
て
い
る
以
上
、
寧
と
し
て
の
実
体
を
保
持
し
て
い
た
と
考
え

て
み
る
必
要
は
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
次
に
こ
の
帰
義
軍
時
期
の
墨
離
軍
が
如
何
な
る
存
在
で
あ
っ
た
の
か
検
討
し
、
改
め
て
そ
こ
か
ら
史

料
的
に
か
な
り
限
界
の
あ
っ
た
、
唐
支
配
期
の
同
軍
の
性
格
を
確
認
し
た
い
と
思
う
。



E 

こ
と
は
、
十
世
紀
の
曹
氏
帰
一
義
軍
時
代
の
も
の
で

帰
義
軍
節
度
使
時
代
の

こ
の
時
期
の
墨
離
竿
が
、
引
続
き
瓜
州
を
治
め

あ
る
が
、
ベ
リ
オ
四
八
八
八
号
文
書
の
設
斎
供
養
丈
に
次
の
如
く
見
え
て
い
る
。

ー
、
阪
今
康
拍
一
一
金
高
一
大
捨
ニ
祢
統
(
成
ニ
至
聖
之
衣
粧
一
就
一
一
慈
尊
之
膿
飾
一
者
、
有
v
誰
施

円
線
)

2
.
作
。
時
則
宥
二
我
闘
探
箆
可
徒
一
車
中
。
為
v
園
安
v
民
事
一
傍
法
一
長
隆
一
一
金
枝
(
永
秀
二
千
銘

3
、
玉
五
百
一
(
胸
)

4
、
暁
於
凶
肉
衿
一
七
徳
普
コ
糟
於
棺
掌
↓
故
得
v
位
、
臨
-
一
郎
同
一
統
コ
墾
医
陣
十
部
一
安
v
民一式
v
篠
布
ν
政

五
東
卒
↓

-~ 28 -

も
し
く
は
曹
延
瑞
の
何

』守

d号、、

軍
十
部

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
墨

部
落
よ
考
え
ら

し
た
こ
と
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及

び

退じっ

し

刀、

る
の
で
、
め

て
い
た
ら
し
い
ご
と

品、
J

j

i

l

l

、
。
、

L

，

均
三
ヒ
ヲ
モ
う
刀
カ
〉
日
r

る
。
即
ち
、

敢
拒
敵
、

.R日

と
あ
り
、
建
国
当
初
の

V 戸

、

Vこ

て
こ

て
い
る
。
ま

〉

、

J

I

下五

L
J
I



も、
r
曹
延
祷
脅
す
族
の
曹
宗
寿
記
殺
害
さ
れ
た
γ

事
保
に
つ
い
て
九
『
宋
会
要
輯
稿
』
第
一
九
八
冊
蕃
夷
五
は
、

延
誌
等
知
英
力
庵
:
尋
自
零
霞
為
剖
期
所
場
r

u

権
鎖
留
後
、
兼
差
弟
宗
(
文
〉
以
権
知
瓜
州
詑
。

と
記
し
て
お
り
、
節
度
使
政
権
挙
事
&
る
霊
警
一
義
写
ど
表
現
じ
で
い
f

る
。
汁
一
市
ω

帰
善
意
節
度
優
政
建
設
建
歯
当
初
よ
叶
陵
墓
末
時
陛
議
選
聖
母
胎
ト
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
す
れ
ば
、
そ
れ
は
先
の
上
表
よ

り
し
て
、
~
川
県
民
一
尚
之
益
事
通
規
主
導
住
谷
悪
霊
い
芝
華
民
か
ら
な
る
寧
か
ら
構
成
さ
れ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
jo

そ?の

中
で
十
の
部
落
よ
り
な
る
退
海
軍
と
は
、
ま
さ
に
墨
離
軍
の
こ
と
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
、
帰
義
軍
節
度
使
の
政
権
の
中
で
、
三
軍
の
う

ち
の
一
憲
を
形
成
し
て
い
た
マ
と
見
忘
れ
よ
ラ
0
2

ま
た
乙
の
三
通
額
十
九
退
海
部
落
を
取
り
、
込
ん
¥
詩
集
輩
理
成
は
、
一
節
度
俵
韓
権
の
怯
格
L
r

ホり

L
て、
p

前
代
の
吐
蕃
に
丸
よ
る
沙
・
瓜
州
支
配
時

期
の
軍
部
落
を
基
盤
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
0
1
0

と
り
わ
け
吐
蕃
支
配
期
に
陵
会
津
に
よ
る
号
、
戸
軍
部
落
が
多
く
設
置
さ
れ
、
辰
の
年

〔
倍
加
》

(
八
二
四
V

に
は
‘
沙
州
で
通
損
の
軍
部
落
が
)
組
織
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
?
敦
柏
崎
出
主
の
チ
ベ
4
y
b諮
問
文
書

に
は
、
既
に
吐
谷
海
部
落
と
し
て
、
マ
ゲ
ド
チ
ン
穴
ぶ
t
N
F
P
V

詔
m
w
m
o
w凶
O

丸
H
H
V
-

ボ
ル
ゲ

γ
交
ぜ
N
町
民
一
〉
切
。
『
荷
山
口

γ
マ
グ
ラ
パ

〔

お

》

ル
(
〈
〆
N
V
但
〉
冨
呂
田
知

E
6
・
タ
ム
シ
シ
チ
ン
)
(
寸
断
阻
害
J
N
E
問
。
窓
口
〕
等
々
の
部
落
名
が
見
え
て
い
る
?
今
後
の
検
討
に
替
り
ざ
る

を
得
な
い
が
、
こ
う
し
た
吐
蕃
時
代
の
蕃
漢
の
事
部
落
を
取
り
込
み
政
権
の
重
要
な
基
盤
と
し
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
吐
海
部
落
寧
を
主
体
と
す
る
墨
離
軍
の
統
帥
権
を
兼
ね
る
も
の
は
、
人
世
紀
同
様
に
瓜
州
刺
史
で
あ
っ
た
。
で

あ
れ
ば
蝿
義
軍
政
権
治
下
で
、
と
ρ

れ
に
任
じ
る
τ

ご
-
と
は
重
要
な
軍
事
基
盤
の
一
画
を
掌
握
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

張
民
帰
義
零
時
代
に
は
九
説
明
議
潮
の
女
婿
な
あ
る
素
勲
が
瓜
州
刺
史
に
任
じ
、
そ
の
後
同
じ
く
張
議
潮
の
第
十
四
女
の
夫
、
李
明
振
の

〈認》

次
子
弘
震
が
ご
瓜
畑
刺
愛
墨
離
寧
揖
蕃
落
等
使
と
な
る
て
い
…
た
ご
と
が
知
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
張
氏
の
親
族
で
あ
り
、
と
く
に
索
勲
は
沙

《鈎》

州
の
張
准
深
主
数
年
間
一
争
i

っ
た
境
け
匂
に
、
勲
が
准
深
を
暗
殺
し
て
節
度
使
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
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と
こ
ろ
が
曹
氏
帰
義
軍
時
代
に
は
、
第
二
代
の
曹
議
金
の
と
き
に
、
瓜
州
刺
史
と
し
て
慕
容
帰
盈
の
名
が
知
ら
れ
る
。
彼
は
瓜
州
刺
史

ハ
組
制
》

と
し
て
、
沙
州
の
曹
議
金
と
は
別
に
朝
貢
の
使
い
を
送
る
な
ど
か
な
り
の
独
立
性
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
考
え
る
べ
き
は
、

慕
容
氏
が
吐
谷
揮
の
王
族
に
連
な
る
名
族
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
瓜
州
刺
史
と
い
う
も
の
が
、
吐
谷
海
部
落
を
主
体
と
す
る
墨
離
軍
を

統
率
す
る
任
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
慕
容
氏
の
存
在
も
容
易
に
理
解
で
き
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
敦
埋
研
究
院
の
移
録
す
る
莫
高

窟
二
五
六
窟
ハ
窟
主
は
玉
門
諸
軍
事
守
玉
門
使
の
慕
容
言
長
)
の
題
銘
に
よ
れ
ば
、
「
皇
祖
墨
蓋
寧
諸
軍
事
:
:
:
銀
青
光
禄
大
夫
検
校

:
:
:
中
書
令
:
:
:
闘
圏
中
盈
」
と
み
え
、
「
中
」
の
字
は
、
帰
の
字
の
誤
り
か
と
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、
も
し
帰
盈
と
読
め
る
な
ら
ば
、

彼
は
瓜
州
刺
史
と
同
時
に
墨
離
箪
を
統
督
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
よ
う
。
問
窟
か
ら
は
、
曽
孫
の
慕
容
貴
隆
が
節
度
都
頭
と
な
っ
て

い
た
こ
と
、
ま
た
九
八
・
二

O
ニ
窟
か
ら
も
曹
議
金
の
子
の
政
権
の
時
代
に
、
慕
容
員
順
が
節
度
押
街
、
慕
容
長
政
が
都
押
街
行
常
楽
県

令
と
な
る
な
ど
、

い
づ
れ
も
政
権
内
に
お
い
て
高
官
に
任
じ
て
い
る
。
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〈必〉

と
こ
ろ
が
、
莫
高
窟
二

O
五
窟
に
は
、
次
の
よ
う
な
題
銘
が
見
え
て
い
る
。

【
東
壁
門
南
側
】
第
二
身
題
名

帰
義
箪
節
度
・
・
・
・
・
・
押
番
落
等
使
金
紫
光
禄
大
夫
検
校
・
..... 

第
三
身
題
名

姪
男
延
禄
・
・
・
・
・
・

(
ベ
リ
オ
ノ

i
ト
に
よ
り
補
記
)

兄
帰
義
軍
節
度

門
東
壁
北
側
】
第
二
身

窟
王
墨
蓋
軍
諸
軍
事
任
瓜
州
:
:
:
御
史
大
夫
:
:
:
一
心
供
養



東
壁
門
南
側
第
三
身
に
記
さ
れ
る
曹
延
禄
が
、
窟
主
か
ら
み
て
姪
男
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
彼
の
叔
父
に
あ
た
る
曹
一
万

徳
。
曹
一
万
深
の
何
れ
か
が
、
窟
主
で
あ
っ
た
蓋
然
性
は
高
い
。
た
だ
し
ペ
リ
方
の

/

i
ト
に
よ
れ
時
、
こ
の
窟
主
に
つ
い
て
「
墨
藍
軍
諾

軍
事
任
瓜
州
:
御
史
大
夫
曹
一
万
忠
一
心
供
養
」
と
録
し
、
元
忠
の
名
を
掲
げ
る
。
こ
れ
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
超
男
が
延
闘
で
あ
る
は

ず
は
な
く
、

よ
っ
て
こ
れ
は
窟
主
を
基
準
と
し
た
親
族
関
係
と
は
見
な
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
当
時
の
帰
義
軍
節
度
使

山
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
荒
壁
門
南
側
の
第
二
身
の
題
名
「
帰
義
軍
節
度
:
:
:
押
番
落
等
使
金
紫
光
禄
大
夫
検
校

:
」
の
称
号
、
よ
り
す
れ
ば
、
こ
の
時
の
節
度
使
は
曹
義
金
で
あ
る
よ
り
は
、
曹
一
万
徳
L

ま
た
は
曹
一
万
探
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
目
。
も
し

こ
う
し
た
推
測
に
大
過
な
い
と
す
れ
ば
、
曹
氏
時
代
、
曹
元
徳
あ
る
い
は
元
探
政
権
の
時
に
は
、
既
に
そ
の
弟
の
元
忠
が
瓜
州
の
長
官
の

座
を
占
め
、
あ
わ
せ
て
墨
離
軍
の
統
率
権
を
握
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。

〈
必
)

そ
の
後
、
既
に
藤
枝
晃
氏
が
指
摘
さ
れ
て
お
ら
れ
る
如
ノ
¥
曹
氏
は
そ
の
親
族
で
瓜
州
を
治
め
る
要
職
を
占
め
た
如
く
で
、
私
見
を
交
一

え
て
曹
氏
の
任
じ
た
瓜
州
統
治
に
携
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
要
職
を
掲
げ
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
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一、

墨
醤
軍
諸
軍
事
任
瓜
州
刺
史

二
、
延
恭
:
:
:
知
瓜
州
l
y
瓜
州
国
練
使
↓
瓜
州
防
禦
使

ゴ
一
、
延
瑞
:
:
:
(
牙
内
部
虞
候
)
↓
瓜
州
団
練
使
↓
瓜
州
防
禦
使

回
、
延
長
:
:
:
広
州
制
史

五
、
宗
丈
:
;
:
知
瓜
州

六
、
賢
恵
:
:
:
知
瓜
州

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
元
徳
以
後
曹
氏
は
間
断
な
く
瓜
州
の
統
治
職
を
占
め
た
如
く
で
あ
る
。

ハ
幻
)

と
こ
ろ
が
、
土
肥
義
和
民
に
よ
れ
ば
、
曹
局
時
代
瓜
州
の
実
権
は
慕
容
氏
に
よ
っ
て
握
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。



即
ち
、
話
〈
卯
年
(
九
回
二
或
は
一

O
O二
年
〉
九
月
二
三
日
の
日
付
の
あ
る
、
慕
容
刺
史
の
三
周
忌
の
斎
会
費
用
に
関
す
る
内
容
の
文
書

断
簡

Q
E
A俳
誌
巴
が
あ
り
、
慕
容
氏
が
曹
元
忠
以
後
に
お
い
て
も
瓜
州
刺
史
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
可
能
性
の
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

ま
た
、
ペ
ヲ
オ
ニ
九
四
三
号
文
書
に
も
、

ー
、
内
親
従
都
頭
知
瓜
州
街
推
氾
願
長
与
合
域
僧
俗
官
吏
百
姓
等

〈
叫
者
〉

2
、
右
願
長
等
、
昨
去
五
月
一
日
、
城
頭
神
@
婆
神
着
目
一
所
v
説
神
語
一
只
言
、
瓜
州
域
壇

3
、
及
都
河
水
疑
一
切
惣
是
故
慕
容
使
君
把
勤
。
昨
叉
都
河
水
断
、
至
v
今

4
、
未
レ
週
。
百
姓
思
量
無
v
計
、
意
内
灰
憧
。
毎
有
ニ
寮
神
一
之
時
、
神
語
只
是

(地〉

5
、
一
言
説
、
不
安
込
置
慕
容
使
君
査
位
↓
未
ニ
敢
申
説
一
今
者
合
城
僧
官
一
一
吏

6
、
百
姓
等
、
不
v
避
-
一
斧
鉱
一
上
司
告

7
、
王
庭
↓
比
欲
三
合
域
百
姓
奔
コ
赴
上
州
五
皿
縁
ニ
溌
蹴
之
時
(
描
離
不
ν

- 33-

え
得
。
今
者
申
v
状
締
コ
告
大
王
↓
此
件
名
下
着
二
合
城
百
姓
顔
面
一

(
地
)

9
、
方
便
安
置
、
賜
コ
与
上
使
君
主
位
↓
容
不
v
容
望
在
-
一

問
、
大
王
台
旨
一
躍
分
。
謹
具
状
申

日
、
開
。
謹
録
状
上
。

13 12 

牒

件
状
如

謹
牒

開
賓
四
年
五
月
一
日
内
親
従
都
頭
知
瓜
州
街
推
氾
願
長
与
ニ
瓜
州
僧
俗
官
吏
等
一
牒

14 

街
推
氾
願
長
信
紫
羊
角
萱
隻
献
コ
上

目
、
大
王



て
お
り
、

〈
九
七
二
に
内
親
従
都
頭
知
瓜
州
街
推

、
瓜
州
の
僧
俗
官
吏
ら
と
大
一
土
に

オ
ア
シ
ス
に
と
っ

で
て
い
る
「
な

の

か
で
、
「
瓜
州
披
埠
及
び
都
河
の
水
授
は
、

る
水
利
権
が
見
事
に
、
慕
容
氏
に
よ
っ
て
掌
握
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。
こ
う
し
た
瓜
州

は
、
こ
の

の
王
族
に
連
な

あ
っ
た

に
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

る。

一
切
す
べ
て
走
れ
故
慕
容
使
一
若
の
把
萌
す
る
と
こ
ろ
な
り
o
」
と
記
さ
れ
、

で
あ
り
、
吐
谷
海
部
落
を
以

っ
て
、
管
局
が
瓜
州
に

て
い
た
と
い
っ
て
も
、

に
、
多
大
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と

の
関
係
を
維
持
す
る

そ
の
た
め
当
時
の
曹
氏
政
権
は
、
周
辺
勢
力
〈
子
関
@
す
州
回
鵠
)
と
の
間

ν，::~ 
」

、t.

cx) 

義
人
題
銘
に
よ
っ
て の
間
に

(
2
)
 

る
姻
戚
関
係
を
一
が
す
と
以
下
の
よ
う
に

に
わ
た
っ
て
重
層
的
な
婚
姻
関
係
を
保
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

『土

<D 
E、) -

守|
ミ心 心。
ら~ 0 
ul 、_"

I-Ill 
5 4 3 姉→

フ乙冗 7じ
忠深憾

(∞
ω日
叩

品

(
)
J
I
l
i
-
-

{
m
w

品。
l
i
C仏
日
)

と
と
も
に

瓜
リ十i

よ
び
総
林
窟
に
見
〉
ズ
る
供

の
も
の
に
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で
と
延
誌
吉
宗

1
2∞

延
鼎

出
適
慕
容
氏

延
禄
(
叫
吋
∞
l
H
C
C
N
)

延
→瑞
慕
容
氏



そ
も
そ
も
吊
沙
・
瓜
州
を
基
盤
と
す
る
曹
氏
帰
義
軍
政
権
の
成
立
当
初
に
お
い
て
は
、
瓜
州
は
未
だ
そ
の
勢
力
下
に
充
分
組
み
込
ま
れ

て
い
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
、
そ
の
政
権
確
立
に
瓜
州
慕
容
氏
が
果
た
し
た
役
割
は
、
決
し
て
少
な
く
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
つ

て
、
彼
ら
と
の
婚
姻
関
係
の
維
持
こ
そ
、
曹
氏
勢
力
に
政
権
の
基
盤
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

に
継
承
し
た
も
の
と
考
え
る
む
き
も
あ
っ
た
が
、

従
来
、
帰
義
軍
節
度
使
政
権
下
で
の
瓜
州
刺
史
の
兼
任
す
る
墨
離
軍
使
の
称
号
は
、
単
に
唐
朝
支
配
時
期
の
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
名
目
的

い
ま
ま
で
検
討
し
て
き
た
こ
と
よ
り
吐
谷
海
部
落
を
統
轄
す
る
墨
離
寧
の
性
格
を
銘
記

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

結
び

以
上
検
討
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
墨
離
軍
が
墨
離
部
落
を
構
成
要
素
と
は
し
て
い
な
い
ご
と
く
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思

わ
れ
る
が
、
い
ま
ま
で
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
を
要
約
す
る
と
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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(
1
〉
墨
離
寧
は
、
唐
の
瓜
・
沙
州
進
出
と
と
も
に
、
当
地
に
設
置
さ
れ
た
蕃
部
落
軍
で
あ
り
、
当
初
そ
の
主
体
と
な
っ
た
勢
力
は
、
両

州
オ
ア
シ
ス
に
隣
接
す
る
南
山
方
面
の
吐
谷
海
部
落
民
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

(

2

)

そ
の
後
、
貞
観
時
代
の
唐
の
伊
・
西
・
庭
州
進
出
に
と
も
な
っ
て
号
、
天
山
北
方
で
の
軍
事
行
動
に
対
応
す
ベ
く
、
墨
離
軍
は
沙
陀

族
の
曾
帥
に
率
い
ら
れ
た
部
落
を
主
体
と
す
る
も
の
と
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

(
3
)
 
一
方
、
七
世
紀
後
半
に
吐
蕃
の
勢
力
が
伸
張
す
る
と
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
瓜
・
沙
州
南
方
二
五

O
t
三

O
O里
の
南
山
が
、

両
勢
力
の
接
壌
地
帯
と
な
り
、
当
地
の
吐
谷
海
勢
力
は
、
唐
の
支
配
を
離
れ
山
南
の
吐
蕃
の
領
域
下
に
置
か
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

(

4

)

聖
暦
二
年
に
お
け
る
吐
谷
揮
の
投
降
は
、
そ
う
し
た
形
成
を
切
り
崩
す
も
の
で
あ
り
、
以
後
、
特
に
瓜
州
の
領
界
を
中
心
に
、
多

く
の
吐
谷
揮
部
落
が
覇
康
に
付
せ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。



(

5

)

ま
た
墨
離
寧
も
、
曾
帥
の
統
率
を
離
れ
、

八
世
紀
に
は
瓜
州
を
治
め
る
刺
史
が
常
に
軍
使
を
兼
ね
て
お
り
、
当
軍
が
管
轄
区
域
を

定
め
た
軍
鎮
に
定
着
し
た
如
く
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
以
後
も
吐
谷
揮
を
主
と
す
る
、
多
く
の
隣
接
す
る
部
落
が
、
そ
の
主
た
る
在
地

の
徴
兵
母
胎
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

ハ
6
)
こ
う
し
た
墨
離
軍
の
性
格
は
、
吐
蕃
支
配
を
経
た
後
の
帰
義
軍
節
度
使
政
権
時
代
に
も
見
ら
れ
、
こ
の
時
代
に
も
退
揮
(
吐
谷
浬
)

の
部
落
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
部
落
は
、
吐
蕃
支
配
期
に
設
置
さ
れ
た
軍
部
落
と
関
係
の
あ
っ
た
如
く
で

あ
る
。

ハ
7
)
な
お
こ
の
寧
は
、
節
度
使
政
権
下
に
配
置
さ
れ
た
三
軍
の
う
ち
の
一
軍
を
形
成
し
た
と
思
わ
れ
、
当
政
権
の
基
盤
に
か
か
わ
る
も

の
で
あ
っ
た
。

(
8
〉
特
に
曹
氏
時
代
に

当
初
墨
離
軍
部
落
を
掌
撞
し
て
い
た
の
は
、
吐
谷
浮
の
王
族
姓
を
も
っ
慕
容
氏
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
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そ
の
た
め
こ
の
一
族
が
瓜
州
の
実
権
を
も
握
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

(
2〉

て
、
瓜
州
の
統
治
職
は
、
曹
氏
節
度
使
の
弟
も
し
く
は
そ
の
子
供
も
充
て
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
背
景
よ
り
、
曹
氏
は
歴
代

に
わ
た
っ
て
重
層
的
な
婚
姻
関
係
を
、
慕
容
氏
と
の
間
に
結
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

従
来
河
西
の
歴
史
を
論
ず
る
前
提
と
し
て
、
胡
砂
漠
雑
居
の
体
制
が
そ
の
社
会
の
基
底
に
あ
る
こ
と
を
掲
げ
る
が
、
実
の
と
こ
ろ
唐
支

配
下
の
州
県
で
オ
ア
シ
ス
の
住
民
と
生
活
様
式
の
異
な
る
部
落
民
、
が
、
覇
臨
時
部
落
も
し
く
は
覇
摩
州
@
府
の
も
と
、
ど
の
よ
う
に
治
め
ら

れ
て
い
た
か
は
充
分
に
は
明
ら
か
で
な
い
。
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
河
西
西
辺
の
オ
ア
シ
ス
も
、
従
来
と
く
に
共
存
す
る
南
山
方
面
の
部
落

民
の
存
在
を
意
識
し
て
、
そ
の
統
治
の
様
相
を
考
え
て
き
た
と
は
と
て
も
言
い
難
い
。
墨
離
軍
は
、
瓜
a

沙
州
設
置
に
あ
た
っ
て
、
こ
う

し
た
当
地
オ
ア
シ
ス
と
共
存
ω

共
生
す
る
吐
谷
揮
部
落
を
取
り
こ
む
こ
と
に
よ
っ
て
発
足
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
直
接
的
に
で
は
な

い
に
し
ろ
帰
義
軍
期
に
ま
で
続
く
こ
と
は
、
瓜
@
沙
州
の
経
営
に
と
っ
て
、
叶
一
谷
海
部
落
が
如
何
に
抜
き
が
た
い
存
在
に
な
っ
て
い
た
か



を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
う
。

唐
は
、
貞
観
一
四
年
以
後
、
涼
州
都
督
府
管
内
を
越
え
て
、

く
。
し
か
し
な
が
ら
、
唐
の
河
西
@
中
央
ア
ジ
ア
進
出
の
過
程
で
、
個
々
の
オ
ア
シ
ス
に
州
県
を
設
置
す
る
に
あ
た
っ
て
、
唐
の
支
配
の

ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
以
西
に
都
護
府
の
も
と
都
督
州
府
を
続
々
と
設
置
し
て
行

な
い
。
近
時
出
土
の
ト
ゥ
ル
フ
ァ

γ
文
書
は
、

枠
組
み
の
中
で
そ
れ
ま
で
の
オ
ア
シ
ス
住
民
と
部
落
民
を
如
何
に
取
り
込
ん
で
い
っ
た
か
と
い
う
問
題
は
い
ま
だ
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い

こ
う
し
た
問
題
を
考
え
る
手
が
か
り
を
含
ん
で
お
り
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
こ
と

が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

注

(

1

)

捌
稿
「
唐
の
中
央
ア
ジ
ア
支
配
と
臣
室
離
の
吐
谷
海
(
上
)
ト
ゥ

ル
フ
ァ
γ
・
ア
ス
タ
ー
ナ
出
土
の
一
旦
慮
軍
牒
の
検
討
を
中
心
と
し
て

i
」
(
『
史
滴
』
第
九
号
、
一
九
八
八
年
)

o

こ
の
文
書
に
つ
い
て
言
及

し
た
も
の
と
し
て
胡
小
鵬
「
吐
谷
海
与
唐
、
吐
蕃
的
関
係
」
(
『
西
北
史

地
』
一
九
八
五
年
四
期
〉
、
陳
国
燦
「
武
周
瓜
・
沙
地
区
的
吐
谷
濁
帰

朝
事
誠
一
対
吐
魯
番
墓
葬
新
出
敦
陸
軍
事
文
書
的
探
討
」
@
呉
震
「
吐

魯
番
出
土
的
z
敦
迫
文
書

L
(『
一
九
八
三
年
全
国
敦
抽
出
学
術
討
論
会
文

集
、
文
史
@
遺
書
一
編
(
上
〉
』
甘
粛
人
民
出
版
社
、
一
九
八
七
年
)
、
蘇

修
一
輝
「
「
墨
離
」
@
「
墨
離
川
」
・
「
墨
離
海
」
・
「
思
議
附
軍
」
考
略
」
(
一
九

八
八
年
一
月
末
の
台
北
に
お
け
る
唐
代
研
究
国
際
会
議
で
の
発
表
)
、

主
素
「
吐
魯
番
新
出
武
周
時
期
吐
谷
海
帰
朝
文
書
史
実
考
詮
」
(
『
女
史
』

第
二
九
輯
、
一
九
八
八
年
)
、
周
偉
洲
「
吐
蕃
与
吐
谷
海
関
係
史
述
略
L

(
『
蔵
族
史
論
文
集
』
四
川
民
族
出
版
社
、
一
九
八
八
年
)
な
ど
が
あ
る
。

特
に
陳
国
燦
・
呉
震
両
氏
か
ら
は
、
種
々
御
示
教
を
頂
い
た
。
い
ず
れ

御
指
摘
い
た
だ
い
た
所
を
再
検
討
し
て
み
た
い
。
な
お
、
蘇
箆
輝
氏
の

発
表
レ
ジ
ュ
メ
は
、
池
田
混
先
生
よ
り
賜
っ
た
。
記
し
て
誠
意
を
表
し

た
し

(

2

)

和
田
清
「
也
克
力
考
」
(
『
桑
原
博
土
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
』
弘

文
堂
書
房
、
一
九
一
一
一
一
年
)
一
一
一
四
六
頁
。
岡
崎
精
郎
「
墨
離
軍
と
遼
の

対
西
域
関
係
」
(
『
史
林
』
第
四

O
巻
第
一
号
、
一
九
五
七
年
)
二
四
i

五
頁
。

(

3

)

和
田
清
、
前
掲
論
文
、
コ
一
四
六
頁
。

(
4
〉
岡
崎
精
郎
、
前
掲
論
文
、
二
七
l
八
頁
。

(
5
)

郭
一
克
振
と
張
錫
等
と
の
論
争
の
時
期
は
、
久
視
元
年
(
七

O
O〕

間
同
七
月
よ
り
大
足
元
年
(
七

O
一
)
コ
一
月
の
間
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、

聖
暦
二
年
の
投
砕
か
ら
は
少
な
く
と
も
一
年
以
上
も
経
っ
て
い
る
こ
と
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と
な
る
。
あ
る
い
は
こ
の
間
も
続
一
い
て
内
附
が
あ
っ
た
可
能
性
は
占
め
る
ー

が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
憂
鼎
h

「
武
威
唐
代
吐
一
谷
淳
慕
容
氏
墓
誌
」

(
『
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
第
二

O
木
、
)
九
四
八
年
)
〈
同
月
考
古

学
論
文
集
』
科
学
出
版
社
ペ
一
九
太

γ
年
J

向
者
、
~
嬬
波
護
恒
訳
『
中

国
考
古
学
研
究
』
尚
子
生
社
、
一
九
人
一
年
所
収
V

(
8
)

拙
稿
わ
唐
代
河
西
の
吐
谷
津
と
墨
離
」
(
『
内
陸
グ
一
、
グ
ャ
ノ
史
研
究
』

第
三
号
、
一
九
人
六
年
)
五
~
頁
J

(

7

)

こ
こ
に
左
側
と
あ
芯
の
を
、
南
側
と
理
解
す
る
こ
と
に
つ
い
ι

て

は
、
周
偉
洲
『
吐
谷
海
史
』
(
寧
裏
人
民
出
版
社
、
¥
一
九
八
四
年
〉
一

六
三
真
、
に
従
う
。

(
8
)

瓜
州
城
を
苦
路
城
(
俗
に
積
一
隠
滅
)
も
し
く
は
布
隆
士
ロ
城
辺
り
と

見
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
厳
耕
望
『
唐
代
交
通
図
考
』
第
二
巻
(
台

北
、
一
九
八
五
年
)
四
一
三
ハ
1

四
回

O
頁
参
照
。
蘇
笠
輝
氏
(
前
掲
レ

ジ
ュ
メ
)
ま
た
陳
国
燦
氏
(
「
唐
瓜
沙
途
程
i
唐
閲
一
万
H
過
所
H

実
地

考
察
小
記
」
『
幾
E

日
南
北
朝
一
階
唐
史
資
料
』
第
六
期
〉
も
、
瓜
州
域
を

鎖
陽
城
(
積
陽
城
)
廃
祉
と
認
め
る
。
た
だ
し
、
孫
修
身
氏
は
、
瓜
州

主
菅
島
県
と
を
別
の
地
点
に
求
め
る
ハ
「
唐
代
瓜
州
晋
自
国
郡
郡
治
、
及
共

有
関
問
題
考
」
『
敦
燈
研
究
』
-
九
八
六
年
第
↑
二
期
)

o

v

(
B
〉
『
元
和
都
県
図
士
山
』
同
条
に
は
、
瓜
州
の
南
二
百
四
十
里
に
大
雪

山
が
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
自
国
馬
は
、
ち
占
う
ど
こ
の
大
雪
山

と
鷹
阻
一
山
の
聞
に
関
か
れ
た
盆
地
と
な
っ
て
~
い
る
が
、
関
口
氏
は
、
こ

の
扇
辺
に
長
裁
の
跡
一
を
認
め
て
い
関
口
精
]
『
シ
ル
ク
戸
、
i

ド
詳

図
』
(
一
九
八
二
年
)
第
四
図
。

(
叩
〉
円
沙
州
図
経
』
「
巻
五
芳
田
田
県
・
山
の
項
目
。
池
田
温
「
沙
州
図
経

略
考
」
『
榎
博
士
還
暦
記
合
東
洋
史
論
叢
』

h
山
川
出
版
社
、
一
九
七
五

年
)
八
六
J
七
頁
。
こ
れ
ら
の
山
は
、
寿
国
同
県
の
境
域
の
荷
辺
を
形
成

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
も
芯
唐
と
吐
谷
津
e

川
町
一
審
勢
力
と
を
分
け
る
南
山
と

認
め
て
大
一
過
な
か
ろ
ろ
。
沙
川
誠
土
鏡
(
吋
o
N
G
也
む
に
は
、
沙
州
城
南

二
百
五
十
里
に
南
口
山
が
、
ま
た
同
城
南
二
百
一
二
十
塁
に
礎
石
山
が
あ

る

こ

と

を

伝

え

る

。

は

、

現

在

色

助

屯

(

え

イ

イ

ン

何百

る
「
水
源
」
に
つ

れ
る
。
陳
国
燦
、

(

]

)

し

、

陳

氏

は

「

水

源

」

を

党

河

(

甘

泉

水
)
の
し
ム
流
源
に
限
定
す
る
。
瓜
@
沙
州
南
辺
の
吐
谷
津
勢
力
が
、
南

山
て
お
閣
に
幡
居
し
て
い
た
ら
し
レ
こ
と
、
ま
た
「
水
源
」
と
し
て
「
東

水
源
ト
「
癌
水
源
」
の
語
が
見
え
て
い
る
一
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
「
水

源
」
を
党
河
の
み
に
限
定
す
る
こ
と
は
し
な
い
。

ハ
ロ
)
、
瓜
州
地
域
に
は
ミ
こ
れ
ら
、
の
河
川
沿
い
に
広
範
!
な
扇
状
地
が
開

け
マ
そ
れ
に
は
さ
ま
れ
て
乎
地
が
広
、
か
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
川

伊

国

c
E
P
ミ
ミ
S

S

S
悶
同
え
さ
句
、
由
主
培
久
司
立
を
語

句

E
5
u
F
ω
2
0
1…ω耳
、
町
内
同
・
開
同

]
M
-
E
W
ω
g
n
r
F
C
H
B
"
同
也
品
口

"
J世田
Z
N
-



〈
臼
〉
ス
タ
イ
ン
四
四
四
五
口
一
7
文
書
に
、
己
丑
年
(
九
二
九
?
)
に
竜
家

の
何
願
徳
が
、
南
山
で
交
易
を
す
る
た
め
に
僧
侶
か
ら
褐
を
借
り
受
け

た
借
契
が
あ
る
が
、
こ
れ
よ
り
蕃
部
落
の
あ
る
南
山
が
、
敦
伯
屈
の
重
要

な
交
易
場
所
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
池
田
温
「
一
一
一

敦
爆
の
流
通
経
済
」
『
講
座
敦
燈
3

敦
爆
の
社
会
』
(
大
東
出
版
社
、

一
九
八
O
年
)
一
一
一
二
二
三
頁
。
ま
た
ベ
リ
オ
一
一
一
一
一
五
七
号
文
書
か
ら

は
、
日
常
的
に
部
落
と
州
城
周
辺
の
オ
ア
シ
ス
と
の
聞
を
自
由
に
移
居

ず
る
漢
人
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
。
同
「
関
連
二
年
十
三
月
河
西
節
度

都
押
街
王
文
通
牒
」
(
『
鈴
木
俊
先
生
古
稀
記
念
東
洋
史
論
叢
』
山
川
出

版
社
、
一
九
七
五
年
)
一
|
一
八
頁
。

(
日
比
〉
一
川
西
掌
握
間
も
な
い
武
徳
五
年
(
六
一
二
一
)
に
は
、
涼
州
総
管
府

の
管
轄
を
離
れ
て
、
瓜
州
に
西
方
地
帯
の
西
沙
@
粛
・
瓜
三
川
川
を
管
す

る
総
管
府
が
置
か
れ
て
い
る
。
武
徳
六
年
の
沙
州
の
反
乱
で
、
瓜
州
総

管
の
賀
若
懐
広
が
殺
害
さ
れ
る
と
、
そ
の
後
粛
州
に
都
督
府
が
設
置
さ

れ
、
瓜
州
を
管
ず
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
も
ほ
ん
の
一
時
的
な
も
の

で
、
す
ぐ
に
そ
れ
が
瓜
川
に
移
管
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
一
時
涼
州
都

督
府
管
内
に
付
さ
れ
た
が
、
聖
麿
二
年
〈
六
九
九
)
ま
で
に
は
再
び
都

督
府
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、
先
に
検
討
し
た
出
土
文
書
の
中
に
瓜

州
都
督
の
官
号
が
み
え
る
(
瓜
州
百
姓
の
落
蕃
人
・
賀
弘
徳
の
款
〈
く

ち
が
き
〉
〉
こ
と
よ
り
確
認
さ
れ
る
。
注
(

l

)

拙
稿
、
ご
一
二
頁
。

(
日
)
菊
池
英
夫
「
盟
、
惰
・
唐
王
朝
支
配
期
の
河
西
と
敦
煙
」
『
講
座

敦
燈
2
、
敦
燈
の
歴
史
〈
以
下
、
『
敦
憧
2
』
と
略
称
す
る
〉
』
(
大
東

出
版
社
、
一
九
八
O
年
)
一
七
一
一
一
七
五
頁
。

〈
叩
山
)
浜
口
童
図
「
府
、
兵
制
度
よ
り
新
兵
制
〈
」
(
『
史
学
雑
誌
』
第
四
一

編
第
二
一
号
、
一
九
一
二
O
年
)
〈
後
に
同
氏
『
秦
漢
惰
唐
史
の
研
究
』

上
巻
(
東
大
出
版
会
、
一
九
六
六
年
)
所
収
〉
四
九
頁
。
岩
佐
精
一
郎

「
節
度
使
の
起
原
」
「
河
西
節
度
使
の
起
原
に
就
い
て
」
(
『
岩
佐
精
一
郎

遺
稿
集
』
一
九
二
一
六
年
)
一
一
一
一
一
回
頁
、
四
五
一
良
。
悶
崎
精
郎
、
前

掲
注

(
2
〉
論
文
、
二
四
頁
。

(
昨
)
菊
池
英
夫
「
節
度
使
制
確
立
以
前
に
お
け
る
「
軍
」
制
度
の
展

開
」
(
『
東
洋
学
報
』
第
四
四
巻
第
二
号
、
一
九
六
一
年
〉
七
二
頁
。

(
鴎
)
岡
崎
精
郎
「
チ
ュ
ル
ク
族
の
始
祖
伝
説
に
つ
い
て
」
(
『
史
林
』
第

一
二
四
巻
第
三
号
〉
四
コ
石
田
片
。

(
刊
悶
)
，
龍
細
則
初
(
六
六
一
〉
〈
『
新
唐
書
』
巻
一
二
七
沙
陀
伝
〉
と
則
天

通
天
中
(
六
九
六

l
七
)
〈
『
冊
府
一
万
亀
』
巻
九
五
六
外
臣
部
種
族
門
〉

と
の
両
伝
が
あ
る
。

(
却
〉
和
田
清
、
前
掲
論
文
、
一
二
四
五
真
。
向
崎
、
前
掲
注
(

2

)

論

文
、
二
四

l
五
頁
。

(
幻
)
主
と
し
て
厳
耕
望
、
前
掲
書
、
四
回
O
|
四
四
一
一
良
。

(

m

u

)

菊
池
、
注
(
げ
)
論
文
、
七
二
頁
。

(
お
)
『
旧
唐
書
』
巻
四
O
地
理
士
山
に
よ
れ
ば
、
涼
州
の
州
県
戸
口
数
と

並
ん
で
、
仕
海
部
落
を
筆
頭
と
す
る
八
つ
の
藤
際
州
府
に
わ
た
る
戸
口

数
を
明
確
に
分
け
て
記
載
し
て
い
る
の
で
、
州
県
戸
口
数
に
は
寄
往
す

る
蕃
部
落
民
の
数
は
含
ま
れ
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。
瓜
州
の
州
四
月

戸
口
数
は
、
貞
観
年
間
に
は
戸
H

一
、
一
」
ハ
四
。
口
H

四
、
三
二
二

(
『
旧
唐
童
百
』
巻
四
O
地
理
士
山
)
、
開
一
万
年
間
は
不
明
(
『
元
和
郡
県
図
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志
』
に
記
載
な
し
)
、
天
安
年
間
で
は
戸
川
一
、
一
六
七
@
口

υ
三、

八
八
四
(
『
通
典
』
巻
一
七
四
)
と
な
っ
て
お
り
、
川
県
戸
口
数
、
か
ま

っ
た
く
増
加
じ
て
い
な
い
。
し
か
も
そ
の
規
模
も
貞
観
年
間
に
お
い
て

も
河
西
諮
州
の
中
で
最
低
で
あ
あ
。

(
山
科
〉
開
一
万
一
五
年
(
七
二
七
)
に
は
、
瓜
州
は
一
時
完
全
な
ま
で
の
破

壌
を
被
っ
て
い
る
。
佐
藤
長
『
古
代
ヂ
ベ
ッ
ト
史
研
究
同
上
巻
(
向
朋

舎
、
一
九
五
八
年
」
四
五

O

九
頁
参
照
。

(
お
〉
〕
瓜
州
刺
史
が
墨
離
軍
使
を
兼
任
し
た
者
と
し
て
次
の
如
き
も
の
が

い
る
。
「
自
由
一
離
宣
使
、
瓜
州
都
督
苓
忠
明
」
(
『
唐
代
一
日
間
令
集
』
巻
一
一
一
一

O
「
ム
叩
呂
休
止
守
北
伐
制
」
〉
、
「
瓜
州
刺
史
g

開
設
離
使
張
守
珪
ι
(
『
一
旧
庖

書
』
巻
一

O
コ
石
一
寸
)
、
「
使
持
節
一
都
督
晋
田
田
郡
諾
軍
事
守
晋
回
目
郡
太
一
…
E
V
兼

翠
離
軍
使
楽
庭
壊
し
(
敦
煙
研
究
院
編
『
敦
燥
莫
高
窟
供
養
人
理
記
』

文
物
出
版
社
、
一
九
八
六
年
、
第
一
一
二

O
局
、
一
ハ
三
頁
)
。
ま
た
、
墨

離
軍
副
使
と
し
て
、
陰
守
忠
(
『
敦
爆
名
挨
志
残
巻
』
(
匂

-NS印
)
唐
耕

親
等
一
納
『
敦
健
一
社
会
経
済
文
献
真
蹟
釈
録
』
第
一
続
、
一
九
八
六
年
、

一
O
二宵
A
V
墨
離
寧
子
将
と
し
て
張
履
古
(
前
掲
『
沙
州
図
巻

一
ニ
)
の
名
が
見
え
て
い
る
。

(
お
〉
現
在
、

て
、
瓜
州
裁
の
西
北
一

O
翠

・
布
隆
士
口
郷
の
西
の
潜
家
庄
付
近
ハ
孫
修
身
、

総
笠
輝
、
前
掲
レ
ジ
ュ
メ
)
等
の
説
が
占
め
る
。

〈
釘
〉
池
田
温
『
中
国
古
代
籍
核
研
究
』
〈
京
大
出
版
会
‘
一
九

七
九
年
U

四
九
六
一
氏
。

ハ
お
〉
そ
の
概
要
は
、
菊
池
注
ハ
日
)
論
文
、

一
八
三
頁
に
み
え
て
い

ザム

Q

。

(

M

M

)

一
粛
州
の
西
三
百
余
旦
y
h

置
か
れ
た
玉
門
軍
は
、
一
天
宝
一
四
年
に
既

に
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
天
宝
二
年
五
月
に
置
か
れ
た
甘
州
の
寧
窓

軍
も
、
居
延
水
両
校
中
八
甘
州
東
北
千
余
里
〉
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
当
時
の
甘
州
領
域
に
居
延
水
が
含
ま
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で

あ
る
。

ハ
却
)
菊
池
英
夫
氏
は
、
こ
の
時
瓜
州
刺
史
に
楊
休
明
が
任
じ
て
い
た
と

さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
菊
池
注
八
日
)
論
文
、
一
人
二
頁
。

(
む
)
商
務
印
書
館
編
『
敦
爆
遺
書
総
目
索
引
』
(
中
華
書
局
、
一
九
八

三
年
)
に
は
、
斎
文
七
行
(
未
抄
完
為
墨
離
章
節
度
使
所
用
)
と
説
明

(
沼
U

延
恭
が
回
線
伎
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
『
太
平
漢
字
記
』
巻
一
五
六
、

『
五
代
史
』
吐
蕃
伝
等
に
見
え
、
延
瑞
は
、
検
林
窟
の
第
二
一
本
指
胞
に
洞

口
南
壁
の
第
一
一
身
の
題
認
に
「
節
度
副
使
守
瓜
州
回
線
使
金
紫
光
禄
大

夫
検
校
司
一
徒
兼
御
史
大
夫
諜
郡
関
思
男
食
邑
三
百
戸
曹
延
瑞
供
養
」
と

あ
る
。
議
稚
柳
『
敦
短
芸
術
叙
録
(
以
下
、
『
叙
一
録
』
ど
略
称
す
る
)
』

〈
上
海
出
版
公
可
、
一
九
五
五
年
)
四
入
八
頁
。
ま
た
菅
氏
節
度
使
の
系

譜
に
(
ぶ
い
て
は
、
森
安
晶
子
夫
氏
の
も
の
に
依
っ
た
。
同
氏
「
斑
ウ
イ
グ

ん
じ
仏
教
燈
じ
『
敦
短
2
』
一
一
一
一
九
京
。

(お
U

、
土
肥
義
和
「
V
帰
義
軍
露
間
後
期
@
五
代
・
宋
初

短
2
』
一
一
一
一
四
四
頁
。

む
周
紹
良
主
一
編
『
敦
短
文
学
作
品
選
』
(
中
葉
書
局
、

二
三
ニ

l
コ一頁。

-'-40 -

時
代
」

敦

一
九
八
七
年
〉



(
お
〉
山
口
瑞
鳳
「
漢
人
及
び
通
頬
人
に
よ
る
沙
州
吐
蕃
軍
団
編
成
の
時

期
」
(
『
東
京
大
学
文
学
部
文
化
交
流
研
究
施
設
研
究
紀
要
』
第
五
号
、

一
九
八
一
年
)
一

O
頁。

(

M

m

〉
山
口
瑞
鳳
「

N
l二
1
1
五
私
文
書
」
「

N
lニ
!
六
吐
蕃
支
配
期

以
後
の
諸
文
書
」
『
講
座
敦
健
6
敦
健
胡
語
文
献
』
(
大
東
出
版
社
、
一

九
八
五
年
〉
五

O
六
|
七
、
五
一
一
一
一
l
l
四
頁
。

(
釘
)
藤
枝
晃
「
沙
州
帰
義
軍
節
度
使
始
末
〈
以
下
、
「
始
末
」
と
略
す
〉

(
一
〉
」
(
『
東
方
学
報
』
一
一
一
|
三
・
四
号
、
一
九
四
一
年
)
七
五
|

六
頁
。

〈
お
〉
「
乾
寧
元
年
(
八
九
四
)
李
氏
再
修
功
徳
記
碑
」
(
莫
高
窟
第
九

窟
)
。
藤
枝
、
前
掲
論
文
、
七
七
頁
。
岡
崎
、
前
掲
注
(
2
〉
論
文
、

二
七
頁
。

(
卸
〉
藤
枝
、
前
掲
論
文
、
七
六
頁
。

(
川
制
)
『
冊
府
元
亀
』
巻
一
六
九
帝
王
部
納
貢
献
に
、
「
(
同
光
四
年
、
九

二
六
〉
二
月
沙
州
曹
議
金
、
進
和
市
馬
百
匹
・
鈴
羊
角
・
硲
砂
・
麓
牛

尾
。
(
中
略
)
瓜
州
刺
史
慕
容
帰
盈
賞
馬
。
」
と
あ
り
、
問
書
、
巻
九
七

二
外
臣
部
朝
貢
に
も
「
(
清
順
二
年
、
九
三
五
)
七
月
:
:
:
瓜
州
刺
史

慕
容
帰
盈
献
馬
五
十
疋
」
と
見
え
て
い
る
。

ハ
心
)
敦
健
研
究
院
編
『
敦
埠
莫
高
窟
供
養
人
題
記
』
(
文
物
出
版
社
、

一
九
八
六
年
、
以
下
『
題
記
』
と
略
称
す
る
〉
一
一

O
頁
。
た
だ
し
、

蘇
鐙
輝
氏
は
、
こ
れ
を
慕
容
帰
盈
よ
り
前
の
時
代
に
比
定
し
て
い
る
。

同
氏
「
莫
高
窟

c.
二
四
五
窟
及
稔
林
窟

c.
六
窟
慕
容
氏
題
名
考
|

瓜
沙
史
事
叢
考
之
五

l
」
(
司
教
建
学
』
第
五
輯
、
一
九
八
二
年
〉
五
六

-
五
八
頁
。

(
日
制
〉
『
題
記
』
九
四
頁
。

(

円

相

〉

冨

山

由

曲

目

。

ロ

可

E
H
司

mwE♀
ロ

0
2
B
E
g
sロ
曲
四
円

4
2
2

宮
口
阻
臥
叩
の
巳
自
立
〈

H-cwdHH時
的

、

間

同

dqNhhwH
』

s
h
S柏町
-
n
b
E
h
H

R叫h
b『
C
H
E
R叫
hNub
ミ
huhNN叫
q
p
H
M
R
F
S
8・
品
回
目

u・

9
4
 

(
U
H
)

た
だ
し
ペ
リ
オ
は
こ
れ
を
延
践
と
移
録
し
て
い
る
O
L
S
R・
憎
む
ヲ

(
何
日
〉
蘇
箆
輝
氏
は
、
こ
れ
を
元
深
と
推
定
す
る
(
同
氏
『
十
四
、
曹
元

徳
、
元
深
、
元
忠
事
蹟
考
略
」
『
敦
燈
文
史
芸
術
論
叢
』
新
文
豊
出
版
、

一
九
八
七
年
、
二
ハ

O
i
一
一
良
〉
。
し
か
し
莫
高
窟
第
一

O
八
窟
に
見

え
る
曹
元
徳
の
「
勅
河
西
帰
義
軍
節
度
押
蕃
落
等
使
検
校
司
空
諜
郡
関

閤
公
」
の
称
号
か
ら
す
れ
ば
(
『
題
記
』
五
一
一
員
〉
、
こ
れ
が
元
徳
で
も

あ
る
可
能
性
は
充
分
残
さ
れ
て
い
よ
う
。

(
必
)
藤
枝
晃
、
「
始
末
公
一
一
)
」
〈
『
東
方
学
報
』
一
一
一
一
l
l
一
号
、
一
九

四
三
年
)
七
一
・
七
回
頁
。

〈
幻
)
土
肥
義
和
、
前
掲
論
文
、
二
四
一

i
二一具。

(
川
崎
)
那
波
利
貞
「
支
那
に
於
け
る
都
市
の
守
護
神
に
就
き
て
(
下
)
」

(
『
支
那
学
』
第
七
巻
第
四
号
、
一
九
三
五
年
)
七

l
八
頁
。

(
川
相
)
莫
高
窟
第
六
一
窟
は
曹
元
忠
の
開
い
た
窟
で
あ
る
が
、
そ
こ
に

「
姉
諜
県
夫
人
一
心
供
養
出
適
慕
容
氏
」
(
南
壁
・
第
二
身
〉
、
「
故
議
、

県
夫
人
一
心
供
養
出
適
慕
容
氏
」
(
東
壁
門
北
側
・
第
十
身
、
姉
妹
の

別
不
明
)
と
見
え
て
い
る
(
『
題
記
』
一
一
一
一
1
1
一
一
一
一
貝
)
。
ま
た
検
林
窟
第
一

七
・
二
六
窟
を
見
る
と
、
菅
元
忠
の
長
女
の
延
鼎
が
慕
容
氏
に
出
適
し

た
こ
と
を
記
す
(
『
叙
録
』
四
六
人
・
四
九
二
具
、
な
お
二
五
頁
参
照
〉
。
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で
あ
れ
ば
、
第
一

O
八
窟
に
「
故
姉
第
十
一
娘
一
子
一
心
供
養
出
適
慕

容
氏
」
「
姪
女
第
十
六
小
娘
子
一
心
供
養
出
適
慕
容
氏
」
と
で
あ
る
の

は
、
こ
の
窟
が
酋
国
元
徳
の
窟
で
あ
る
如
く
よ
り
、
姉
第
十
一
娘
子
と

は
、
先
の
元
忠
の
姉
「
措
麻
原
夫
人
」
、
姪
女
第
十
六
小
娘
子
と
は
、
元

忠
の
長
女
。
延
鼎
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
ド
。
こ
の
こ
と
は
、
4

4

コ
T
タ

ン
王
が
窟
主
(
一
万
忠
の
姉
の
一
人
が
コ

l
タ

γ
国
王
に
嫁
す
)
と
な
っ

て
い
る
第
九
八
窟
に
「
故
姉
第
十
一
小
娘
子
一
心
供
養
出
適
慕
容

氏
」
「
(
姪
?
)
女
第
十
六
小
娘
子
一
心
供
養
出
適
慕
容
玲
」
と
あ
る

も
の
と
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
曹
延
恭
は
、
莫
官
同
窟
第
四
五
回
窟

よ
り
、
そ
の
夫
人
が
清
河
郡
夫
人
慕
容
氏
で
あ
る
と
と
が
(
『
題
記
』

一
七
一
一
一
頁
)
、
曹
延
瑞
も
し
く
は
曹
延
禄
も
、
検
林
窟
第
二
五
窟

よ
り
、
そ
の
妻
が
「
清
河
郡
夫
人
慕
容
氏
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
(
『
叙
録
』
四
八
八
一
良
)
。
謝
稚
榔
氏
は
も
こ
れ
を
延
瑞
)
の
妻
と
推

定
す
る
。
『
叙
録
』
二
九
頁
。
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(
補
注
)

(
本
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
)

栄
新
江
氏
は
、
「
帰
義
憲
及
其
与
周
辺
民
族
的
関
係
初
探
」

『
敦
爆
学
輯
刊
』
一
九
八
六
年
第
二
期
の
論
稿
で
(
二
七
頁
)
、

こ
の
十
の
部
落
を
通
頬
や
退
葎
等
に
よ
り
成
る
と
解
す
。
も
ち

ろ
ん
、
読
み
方
と
し
て
は
落
ち
つ
く
が
、
こ
の
場
合
ゴ
一
一
軍
」

の
構
成
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
、
吐
審
支
配
期
の
軍
部

落
と
の
関
係
と
と
も
に
後
考
に
侯
ち
た
い
。




